


























































































・運は使うと減ってしまうもののような気がする。 42.2 31.0 52.5 59.2 35.6 46.3 41.8
・人生全体を通して、運のトー タル量は決まっているような気がする。 21.0 36.5 36.6 34.3 17.8 32.7 27.6
・運だけで成功したあとは、ツキがなくなるような気がする。 36.1 31.1 54.5 50.9 37.6 60.5 46.9
・今までツイていなかったなら、これからツキがやってくると思う。 51.8 45.0 69.3 65.7 35.6 55.8 50.0
・良いことは、二度続かないような気がする。 26.4 31.0 31.7 38.9 25.7 40.8 25.5
・大事な勝負の前では、運を使わないでおきたい気がする。 46.3 45.7 60.4 53.2 58.4 55.1 59.2
* ・人生の前半であまりラッキ なーことがありすぎると、後半はろくなことがないと思う。23.9 30.2 - - - - -
* ・運は使わなければ増えるような気がする。 4.5 9.3 - - - - -
* ・悪いことをすると運が逃げていくような気がする。 52.5 51.9 - - - - -
* ・悪いことは、続けて起こるような気がする。 57.3 59.7 - - - - -
* ・一生のうち、運が良い時期というのは限られている気がする。 34.0 - - - - - -


















 ・第1回：学生から社会人までの209名（村上, 1995） 
 ・第2回：大学生160名（村上, 1997） 
 ・第3回：看護学生101名（村上, 準備中） 










 ・第5回：大学生・専門学校生101名（村上, 2000） 
 ・第6回：学生から社会人までの189名（村上, 本研究の
研究3） 






































































































































































































































































































=3.05, p<.10; 低群:3.71＜高群:4.10、「偶然に身を～」: 







































































































・のろいやたたりを信じている 3.71 4.28 **
・どちらかといえばエンギをかつぐ方である 4.29 4.85 **
・守っているジンクスがある 3.29 3.87 **
・自分のラッキーナンバーがある 3.27 3.93 **
・神社に合格などを祈願することは大切だと思う 4.49 5.26 ***
・お守りや幸運のアクセサリーなどを身につけている 2.90 3.42  
・おまじないをよくする 2.37 3.17 ***
・バイオリズムに合わせて行動したことがある 2.70 3.27 **
・この世の中に超能力を持つ人がいると思う 4.31 4.35  
・占いに従って、何かしらの行動を取ったことがある 2.88 3.77 ***
「運資源belief」


































































・「ツキ」は自然と良くなったり、悪くなったりするものだと思う 5.40 5.92 ***
・「ツイているとき」とか「ツイていないとき」というようにツキの良し悪しが続くこともあると思う 5.63 5.67  




・運を意識して行動することがある 3.22 4.06 ***
・運には使うべき場所や状況があると思う 4.18 4.60 *
・「この幸運は余計だ」と感じることがある 2.66 3.30 **
・幸運に対してとまどいを覚えることがある 3.32 4.17 ***
・「運をムダ使いしてしまった」と感じることが何度もある 2.67 3.81 ***
・ビックリするほど、すごい幸運な目にあったことがある 3.82 3.74
・突然やってきた幸運を「受け止めきれない」と感じることがある 2.68 3.58 ***
「運資源belief」
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“Luck Resource Belief” as a measure: Review and its view 
 
Koshi MURAKAMI (Graduate School of Human Sciences, Osaka University) 
 
"Luck" is often likened to as resource, that it decreases by using. Murakami（1995）called this metaphor 
the "Luck Resource Belief". Past research clarified on the phenomenon in which how "Luck Resource 
Belief" was used for actual causal inference or judgment at uncertain situations. This research, on the 
other hand, aimed to focus on another aspect, examining the characteristics of persons who maintains the 
"Luck Resource Belief". The item used to measure the "Luck Resource Belief" was clarified in Study 1. 
After reviewing the correlation with other variables in Study 2, the Study 3 reported a research in 
support of the Study 2. The psychological aspect of the "Luck Resource Belief" was discussed. 
 
Keyword：”Luck Resource Belief”, gambler's fallacy, superstition, life 
